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1.化学品及び会社情報

化学品

化学品の名称 サラヤ温められるウェットタオル

供給者情報

会社 サラヤ株式会社

住所 大阪府大阪市東住吉区湯里２－２－８

担当部門 営業本部

電話番号 06-6797-2525

緊急時連絡番号 06-6705-1013

                                                                                                                                        

2.危険有害性の要約

化学品のＧＨＳ分類：分類できない。

                                                                                                                                        

3.組成及び成分情報

単一製品・混合物の区別：混合物

成分：

水、ヒアルロン酸Na、安息香酸Na、ベンザルコニウムクロリド、

セチルピリジニウムクロリド、ブチルカルバミン酸ヨウ化プロピニル、

ヒドロキシプロピルシクロデキストリン、EDTA-2Na、不織布

                                                                                                                                        

4.応急処置

吸入した場合：

気分が悪くなった場合は風通しの良い場所に移動し、新鮮な空気を吸わせる。

ひどい場合は直ちに医師の手当てを受ける。

皮膚に付着した場合：

赤み、はれ、かゆみ、刺激等の痛みの症状が出た場合は、必要に応じて

医師の診断を受ける。

眼に入った場合：



豊富な清浄水で充分に眼を洗浄し、症状によって医師の手当てを受ける。

飲み込んだ場合：

窒息に気をつけ、吐き出させる。

水でよく口の中を洗浄し、必要に応じ医師の診断を受ける。

                                                                                                                                        

5.火災時の措置

適切な消火剤：

水、泡、粉末、炭酸ガス消火剤等。

使ってはならない消火剤：

情報なし

特有の消火方法：

通常燃焼しないが、万一、周辺の状況により燃焼した場合は、上記消火剤による。

                                                                                                                                        

6.漏出時の措置

人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置：

除去作業の際は、ゴム手袋をする。

環境に対する注意事項：

河川等に排出され、環境への影響をおこさないように注意する。

封じ込め及び浄化の方法及び機材：

拾い集めるなどして収集し、可燃ごみとして処理する。

                                                                                                                                        

7.取り扱い及び保管上の注意

取り扱い： 

技術的対策：

特記事項なし

安全取扱注意事項：

中身の乾燥を防ぐため、使用後は蓋をしっかり閉めること。

シートや容器に使われている袋は、窒息等の危険があるため口に入れない。

湿疹、皮膚炎（かぶれ・ただれ）等の皮膚障害があるときには、悪化させる恐れが

あるので使用しないこと。

かぶれたり、刺激を感じた時には使用をやめる。

使用を中止しても改善されない場合は医師の診察を受ける。

傷口や粘膜及び口腔などへ使用しない。

接触回避：

情報なし

保管

安全な保管条件：



直射日光の当たる場所、高温の場所には保管しないこと。

小児及び認知症の方の手の届かないところに保管する。

安全な容器包装材料：

専用の容器を使用する。

                                                                                                                                        

8.ばく露防止措置及び保護措置

許容濃度等：設定されていない

設備対策：情報なし

保護具：不要

                                                                                                                                        

9.物理的及び化学的性質

物理状態：固体　（白い不織布に薬液を含浸させたもの）

色：白（不織布）

臭い：異臭なし

沸点又は初留点及び沸騰範囲：情報なし

可燃性：情報なし

爆発下限界及び爆発上限界/可燃限界：情報なし

引火点：情報なし

自然発火点：情報なし

分解温度：情報なし

ｐＨ：情報なし

動粘性率：情報なし

溶解度：薬液は水に可溶

蒸気圧：情報なし

密度及び/又は相対密度：情報なし

相対ガス密度：情報なし

粒子特性：情報なし

                                                                                                                                        

10.安定性及び反応性

反応性：常温においては安定である。

化学的安定性：常温においては安定である。

危険有害性反応可能性：情報なし

避けるべき条件：直射日光の当たる場所、40℃以上の高温になる場所。

混蝕危険物質：情報なし

危険有害な分解生成物：自己分解により、有毒ガスを発生することはない。

                                                                                                                                        



11.有害性情報

急性毒性：分類できない

皮膚腐食性/刺激性：分類できない

眼に対する重篤な損傷/刺激性：分類できない

呼吸器感作性又は皮膚感作性：分類できない

生殖細胞変異原性：分類できない

発がん性：分類できない

生殖毒性：分類できない

特定標的臓器毒性(単回ばく露)：分類できない

特定標的臓器毒性(反復ばく露)：分類できない

誤えん有害性：分類できない

                                                                                                                                        

12.環境影響情報

生態毒性：情報なし

残留性・分解性：情報なし

生態蓄積性：情報なし

土壌中の移動性：情報なし

オゾン層への有害性：情報なし

                                                                                                                                        

13.廃棄上の注意

　　化学品，汚染容器および包装の安全で，かつ，環境上望ましい廃棄，またはリサイクルに関する情報

「７．取り扱い及び保管上の注意」の項を参照のこと

残余廃棄物：管轄自治体のルールに従い処理する。あるいは廃棄物業者に処理を依頼する。

使用済容器：管轄自治体のルールに従い処理する。

                                                                                                                                        

14.輸送上の注意

「７．取り扱い及び保管上の注意」の項を参照のこと

国際規制

国連分類：該当なし

国連番号：該当なし

運搬する場合には、飛散、漏洩、流出、又は浸出を防ぐのに必要な措置を講じなければならな

い。

                                                                                                                                        



15.適用法令

労働安全衛生法（安衛法）：通知対象物質に該当しない

化学物質管理促進法（ＰＲＴＲ法）：該当しない

毒物及び劇物取締法：該当しない

医薬品医療機器等法：該当しない

                                                                                                                                        

16.その他の情報

・本ＳＤＳはＪＩＳ Ｚ ７２５３：２０１９に準拠しています。

・この情報は新しい知見及び試験等により改正されることがあります。

・記載内容は現時点で入手できた資料や情報に基づいて作成しておりますが、

  情報の正確さ、完全性を保証するものではありません。

・注意事項は通常の取り扱いを対象としたものですが、特別な取り扱いをする

  場合には、新たに用途・用法に適した安全対策を講じた上で実施願います。

・すべての化学品には未知の有害性があり得るため、取り扱いには細心の注意

  が必要です。ご使用者各位の責任において、安全な使用条件を設定くださる

  ようお願い申し上げます。


